
平成３０年度山口県知的障害者福祉協会部会研究報告書 

部会名（支援スタッフ研究会）岩国・柳井圏域代表者名（矢野 慶実） 

研究課題 （圏域会議：H30.7.26） 

・高齢化・重度化に伴う利用者の事故防止、虐待防止対策を考える 

 

研究の 

ねらい 

（圏域会議：H30.7.26） 

◇ 各施設での現状、取り組み等を発表してもらい、今後の支援の在り方を探る。 

部 会 

開 催 

 

回 開 催 日 場  所 会  場  名 備 考 

１ 

7 月 26 日 岩国市 若葉園会議室 13 名参加 
【内容】（圏域会議） 
・各施設における利用者の事故報告、ヒヤリ・ハット等の取り組みを基に、事故

防止、虐待防止を踏まえたより良い支援の在り方を探る。 
⇒高齢化・重度化に伴い、各施設とも転倒による骨折、異食、誤薬など、様々な

事故が起きており、頭を抱えているのが現状。マニュアルの見直しやハード面の

改善、リスクマネジメントの構築、見守りの強化など、「命を守る」ことを大前提

に支援にあたることが大切である。 
 
・講師（森岡剛史氏：山口県相談支援専門員協会）による講演を聴き、今後の支

援に役立てる。（講演内容：添付ファイル参照） 
回 開 催 日 場  所 会  場  名 備 考 

２ 
9 月 5 日～6 日 山口市 山口県社会福祉会館  

【内容】省略 
回 開 催 日 場  所 会  場  名 備 考 

３ 

1 月 22 日 岩国市 若葉園 地域交流ホーム 12 名参加 

【内容】（圏域会議） 
・保護者への質疑（優先順位：添付ファイル参照） 
 
・「支援困難事例を考える」～A さんへの支援を考える～ 
⇒実際に A さんにお会いしているわけではないし、アセスメントシート、フェイ

スシートの整合性に欠ける面もあるので、A さんにとって最適な支援とは言えな

いかも知れないが、以下のような支援が考えられる。 
・体重を標準体重に近づけたいとあるので、そのためには摂取だけでなく、便秘

も改善する必要がある。排尿便の習慣性を身に付けるためにも、排尿便のチェッ



ク表を作り、定期的な排尿、排便を促す。また、食物繊維を多く含むジュースや

飲むヨーグルトなどを提供。好きな食べ物ならある程度食べる速さも改善される

であろうから、食事内容の改善も必要と思われる。食事時間の理解も必須なので

時計やタイマーを使って、時間を意識させる。食後に洗濯物を干すというプログ

ラムにすれば、より食事時間の短縮につながるのではないか。 
いずれにせよ、A さん、保護者、医師、看護師、栄養士、支援員らの要望、意向

等を吟味した上で、総合的な支援が成されるのが理想である。 
回 開 催 日 

 
場  所 会  場  名 備 考 

４ 
2 月 14 日 山口市 山口県社会福祉会館  

【内容】省略 

 



30
7

26

1
.

2
.

3
.

4
.

ht
tp

:/
/y

am
ag

uc
hi

-a
id

.c
om

/c
m

s/
pa

ge
11

7.
ht

m
l

H
P 

Ic
ee
Br
ea
k









“
”

28
20
16

28



28
20
16

28



28
20
16

28



“
”

“
”

“
”



• • •


	岩国・柳井圏域【支援スタッフ活動報告書】
	【岩国・柳井圏域報告】別紙資料

